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　二
〇
二
五
年
九
月
二
十
九
日
～
十
一
月
二
十
八
日 

　報
恩
・
感
謝
・
恥
を
知
れ
―
創
立
者
が
語
る
大
妻
教
育
の
原
点
― 

解
説
資
料  

５

　『吾
等
の
信
念
』  

  
 
  

  
  

わ
れ
ら

大
妻
良
馬 

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
初
版 

（
昭
和
五
十
四
年
復
刻
） 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　大
妻
良
馬
（
一
八
七
一
～
一
九
二
九
）
が
執

筆
し
た
書
籍
。
主
に
道
徳
の
重
要
性
を
主
張
す

る
。
結
論
部
分
で
、
皇
室
尊
崇
・
父
祖
へ
の
孝
養

そ
ん
す
う

（
孝
行
を
尽
く
す
こ
と
）
な
ど
に
加
え
、
各
自
の

職
業
に
つ
と
め
励
む
こ
と
を
説
く
。
良
馬
は
、

自
身
の
父
母
の
道
徳
教
育
に
よ
り
こ
れ
ま
で
大

過
な
く
過
ご
し
て
き
た
こ
と
と
述
べ
、
大
妻
家

で
行
わ
れ
て
い
た
道
徳
教
育
を
重
視
す
る
信
条

が
読
み
取
れ
る
。
展
示
部
分
で
は
、
「
恥
を
知
る

と
い
ふ
高
尚
な
心
の
作
用
」
と
述
べ
、
「
礼
儀
は

報
恩
道
の
一
位
置
を
占
め
る
」
と
し
て
お
り
、

良
馬
が
「
報
恩
」
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。 

 ６

　「婦
人
の
処
世
五
則
」 

『
大
妻
時
報
附
録
ふ
る
里
版
』
第
一
輯 

（『
大
妻
時
報
』
第
二
巻
第
一
号
【附
録
】
） 

大
妻
良
馬 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
月
十
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　女
性
が
社
会
で
暮
ら
し
て
い
く
上
で
守
る
べ

き
五
箇
条
と
し
て
、
①
貞
操
を
守
る
、
②
穏
健

中

庸
の
品
性
を
陶
冶
、
③
婦
人
・
妻
・
母
と
し

ち
ゅ
う
よ
う

と
う
や

て
賢
明
有
為
な
淑

女
で
あ
る
、
④
尊
崇
祭
祀
・

し
ゅ
く
じ
ょ

そ
ん
す
う
さ
い
し

孝
養
奉
仕
な
ど
の
徳
操
を
徹
底
、
⑤
家
業
・
内

職
・
外
勤
に
努
力
精
励
し
、
家
庭
生
活
の
向
上

に
資
す
る
、
を
挙
げ
る
。 

　主
に
道
徳
的
内
容
で
あ
る
が
、
夫
と
死
別
し

た
女
性
の
再
婚
は
否
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
女

性
が
自
ら
生
計
を
た
て
る
こ
と
も
想
定
し
て
い

る
な
ど
、
現
実
的
な
観
点
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

 ７

　「
理
想
は
高
遠
に
実
行
は
足
元
か
ら
」 

『大
妻
時
報
附
録
ふ
る
里
』
第
二
巻
第
五
輯 

（
『大
妻
時
報
』
第
二
巻
第
八
号
【
附
録
】） 

大
妻
良
馬 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）九
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　良
馬
が
、
病
気
か
ら
の
回
復
途
中
に
記
し
た

文
章
。
「
大
妻
学
校
の
大
理
想
」
に
む
け
て
日
々

歩
を
進
め
て
い
く
意
気
込
み
を
記
す
。 

　そ
の
際
、
自
身
の
主
義
は
、
「
理
想
は
高
遠

に
、
実
行
は
足
元
か
ら
」
で
あ
る
と
し
、
理
想
へ

の
一
歩
一
歩
を
し
っ
か
り
踏
み
し
め
て
こ
そ
、

理
想
が
実
現
す
る
、
と
述
べ
る
。 

 ８

　「
思
想
上
の
去
華
就
実
」 

『大
妻
時
報
』第
二
巻
第
十
号 大

妻
良
馬 

昭
和
三
年
（一
九
二
八
）十
一
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　「
時
間
励
行
の
修
身
講
話
に
脂
が
乗
つ
て
、

次
の
教
課
時
間
が
来
て
居
る
の
に
平
気
で
講
話

を
続
け
て
、
立
派
に
時
間
励
行
を
打
ち
こ
わ
し

た
滑
稽
」
な
ど
の
話
か
ら
、
道
徳
が
実
行
か
ら

乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
一
次
世

界
大
戦
後
の
経
済
不
況
と
革
命
運
動
の
登
場

を
、
「
経
済
国
難
」
・
「
思
想
国
難
」
と
す
る
風
潮

に
対
し
て
、
「
思
想
上
の
華
を
去
つ
て
直
に
実
に

就
く
」
こ
と
を
主
張
す
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治

天
皇
の
勅
語
の
通
り
、
忠
孝
一
本
、
義
勇
奉
公

の
精
神
を
貫
く
こ
と
を
主
張
す
る
。
良
馬
の
皇

室
へ
の
愚
直
な
尊
崇
の
思
い
が
読
み
と
れ
る
。 

 ９

　「
家
庭
平
和
の
中
心
者
」 

『
大
妻
時
報
附
録
ふ
る
里
』
第
六
輯 

（『
大
妻
時
報
』
第
二
巻
第
十
号
【附
録
】
） 

大
妻
良
馬 

昭
和
三
年
（一
九
二
八
）
十
一
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　良
馬
は
、
「
道
徳
は
学
問
で
も
な
け
れ
ば
理

屈
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
心
の
道
に
叶
ふ
た

実
行
其
の
も
の
」
と
し
、
ま
た
「
報
恩
犠
牲
の
精

そ

神
の
表
現
、
即

ち
人
格
の
表
れ
」
と
す
る
。
加

す
な
わ

え
て
「
実
行
に
現
れ
な
い
道
徳
は
何
等
価
値
も

な
ん
ら

な
い
」
と
述
べ
る
。
「
思
想
上
の
去
華
就
実
」
（
資

料
番
号

）
に
続
き
、
「
百
の
高
論
卓
説
よ
り

こ
う
ろ
ん
た
く
せ
つ

8
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も
、
一
の
卑
近
な
実
行
が
遙
か
に
尊
い
」
と
し
て

ひ
き
ん

は
る

い
る
。
特
に
女
子
学
生
に
向
け
て
は
五
項
目
の

反
省
要
目
を
挙
げ
、
実
行
を
求
め
て
い
る
。
道

徳
の
実
行
こ
そ
を
最
重
要
と
す
る
良
馬
の
考
え

が
分
か
る
。 

 

　掛
軸
「
我
か
思

」  
  

 
  

  
  

（
わ
が
お
も
い
）

10

一
心
（
大
妻
良
馬
） 

昭
和
時
代
初
期 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　一
心
は
大
妻
良
馬
の
号
。
こ
の
和
歌
は
、
私

立
大
妻
技
芸
伝
習
所
設
立
か
ら
十
周
年
と
な

る
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
、
良
馬
が

楽
焼
に
書
き
つ
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
良

馬
の
報
恩
を
重
視
す
る
思
想
が
読
み
取
れ
る
。 

 

【
翻
刻
文
】 

  

我
か
思
若
し
遂
け
す
し
て

　果
て
な
ん
か 

 
 

尊
き
恵
に

　い
か
て
答
へ
む

　一
心 

【
現
代
語
訳
】 

 
 
 

私
の
思
い
が
も
し
も
遂
げ
ら
れ
ず
に
果
て

て
（
死
ん
で
）
し
ま
う
だ
ろ
う
か
。 

（
そ
の
よ
う

な
時
は
、
私
が
受
け
て
き
た
）
尊
い
恵
に
ど
の
よ

う
に
答
え
よ
う
か
。
一
心 

 

　「
思
想
浄
化
と
明
治
会
」 

11

『大
妻
時
報
』
第
二
巻
第
六
号 大

妻
良
馬 

昭
和
三
年
（一
九
二
八
）六
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　天
長
節
（
同
年
四
月
二
九
日
）
に
行
っ
た
明

治
会
麹
町
支
部
発
会
式
式
辞
の
一
部
を
転
載

し
た
も
の
。
良
馬
は
こ
の
会
の
委
員
長
を
務
め

て
い
た
。 

　明
治
会
で
は
、
道
徳
の
実
行
力
を
涵
養
す
る

か
ん
よ
う

た
め
に
、
麹
町
区
一
万
戸
に
対
し
て
明
治
天
皇

の
御
製
（
天
皇
作
の
和
歌
）
と
日
常
生
活
で
の

実
践
要
項
を
配
布
し
は
じ
め
た
、
と
し
て
い

る
。 　良

馬
の
文
章
の
次
に
は
、
明
治
天
皇
御
製

（
「
よ
の
中
は

　た
か
き
い
や
し
き
ほ
ど

く
に

　身
を
尽
す
こ
そ
つ
と
め
な
り
け
り
」
）
と
実
践

要
項
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

　「
御
即
位
拝
賀
式
に
於
け
る
訓
示
─
要
項
─
」 

12

『大
妻
時
報
附
録
白
ゆ
り
』第
六
輯 

（『
大
妻
時
報
』
第
二
巻
第
十
一
号
【
附
録
】
） 

大
妻
良
馬

　

 

昭
和
三
年
（一
九
二
八
）十
二
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　昭
和
天
皇
の
即
位
式
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

た
訓
示
。
天
皇
は
、
我
々
の
主
で
あ
り
、
先
生
で

あ
り
、
親
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
明
治
天
皇

の
発
し
た
教
育
勅
語
を
初
め
と
し
た
詔
勅
（
天

皇
の
発
す
る
文
書
）
・
沙
汰
（
指
令
・
命
令
）
に
よ

っ
て
国
民
を
教
え
諭
し
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
天
皇
御
製
を
引
用
し
、
臣
民
と
し

て
の
責
任
・
義
務
を
説
く
。
良
馬
が
、
御
製
か
ら

道
徳
や
教
訓
を
読
み
取
り
、
臣
民
と
し
て
自
己

反
省
す
る
こ
と
が
責
任
で
あ
り
、
義
務
で
あ
る

と
す
る
。 

 

　掛
軸

　御
製
「世
の
中
は
」   

 
   

13

明
治
天
皇 

年
代
不
明 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　内
容
は
、
「
思
想
浄
化
と
明
治
会
」
（
資
料
番

号

）
掲
載
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
文
。
大
妻
学
院

11
に
は
、
明
治
天
皇
御
製
を
掛
軸
に
仕
立
て
た
も

の
が
複
数
伝
来
し
て
お
り
、
良
馬
が
作
成
を
指

示
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
良
馬
が
明
治
会

で
行
っ
て
い
た
御
製
を
規
範
と
し
た
道
徳
推
進

活
動
を
、
大
妻
学
校
に
お
い
て
も
行
っ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

【
翻
刻
文
】 

　世
の
中
は

　た
か
き
い
や
し
き 

（
高
）

（
卑
）

　ほ
と

く
に

　み
を
つ
く
す
こ
そ 

　つ
と
め
な
り
け
れ 

 

　掛
軸
「
教
育
勅
語
」 

14

川
西
呉
城 

昭
和
三
年
（一
九
二
八
） 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
発
布
さ
れ

た
教
育
勅
語
を
掛
軸
に
仕
立
て
た
も
の
。 

　良
馬
は
、
「
わ
が
教
育
の
根
本
主
義
と
し
て

尊
皇
愛
国
の
精
神
を
永
久
に
伝
え
る
」
た
め
、

教
育
勅
語
や
戊
辰
詔
書
な
ど
を
掛
軸
と
し
、
学

校
に
宝
蔵
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
書
家
の
川
西
呉
城
に
揮
毫
を
依
頼
、
昭

和
三
年
秋
、
大
妻
学
校
へ
掛
軸
が
納
め
ら
れ
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た
。
こ
れ
ら
の
掛
軸
は
、
講
堂
や
貴
賓
室
に
掛

き
ひ
ん
し
つ

け
ら
れ
た
と
い
う
（
『
大
妻
良
馬
追
悼
録
』
）
。
本

資
料
は
そ
の
時
に
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
良

馬
が
詔
勅
を
重
視
し
、
大
妻
学
校
の
生
徒
に
も

教
え
伝
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。 

 

　「
自
ら
を
省
み
て 

15

─
幸
福
を
求
む
る
人
々
へ
─
」 

『大
妻
時
報
』
第
二
巻
第
三
号 大

妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　コ
タ
カ
が
、
一
生
を
良
く
す
る
た
め
に
、
心
の

持
ち
よ
う
に
つ
い
て
述
べ
る
。
揺
れ
動
く
心
の

騒
ぎ
を
静
め
、
人
生
の
荒
波
を
乗
り
切
る
力
を

養
う
こ
と
が
「
修
養
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て

先
人
の
教
え
を
学
ぶ
際
、
「
昔
の
人
の
教
へ
を
た

よ
り
、
自
分
で
自
分
を
か
へ
り
み
て
、
常
に
心

を
た
だ
し
き
方
向
に
取
り
直
す
」
事
が
大
切
で

あ
る
と
述
べ
る
。 

　ま
た
、
結
び
の
「
日
々
己
が
心
を

省

み
る
」

か
え
り

と
い
う
言
葉
は
、
校
訓
「
恥
を
知
れ
」
に
も
通
じ

る
内
容
で
あ
る
。 

 

　「
入
学
式
に
於
け
る
告
辞
（要
項
）
」 

16
『大
妻
時
報
附
録
し
ら
ゆ
り
』第
二
巻
第
三
輯 

（
『大
妻
時
報
』
第
二
巻
第
五
号
【
附
録
】） 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）五
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　四
月
七
日
に
行
わ
れ
た
入
学
式
の
式
辞
。
コ

タ
カ
は
、
新
入
生
と
そ
の
父
兄
に
対
し
、
大
妻

の
教
育
は
、
「
精
神
教
育
」
、
特
に
「
恩
義
の
観
念

を
根
底
と
し
た
人
物
養
成
」
に
最
も
重
き
を
置

い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
成
績
査
定
は

操
行
（
常
日
頃
の
行
い
）
を
重
視
す
る
こ
と
に
つ

そ
う
こ
う

い
て
も
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
々

気
を
つ
け
る
べ
き
事
と
し
て
、
①
従
順
・
諸
規
定

遵
守
・
時
間
厳
守
、
②
自
治
的
精
神
の
涵
養
、

③
正
直
・
親
切
・
快
活
・
健
康
を
挙
げ
て
い
る
。

昭
和
初
期
の
大
妻
教
育
の
特
色
が
分
か
る
。 

 

　「せ
が
れ
を
奪
る
嫁
に
な
る
な
」 

と

17

『
大
妻
時
報
』
第
二
巻
第
五
号 大

妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）五
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　嫁
入
り
し
た
女
性
に
対
し
、
義
理
の
両
親
に

奉
仕
す
る
こ
と
で
家
庭
が
円
満
に
な
る
こ
と
を

説
く
。
そ
の
結
果
、
新
郎
と
嫁
の
青
春
が
台
無

し
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。 

　コ
タ
カ
は
「
忠
孝
」
・
「
孝
道
」
な
ど
道
徳
的
な

言
葉
も
使
っ
て
い
る
が
、
外
出
の
際
ま
ず
親
を

誘
う
、
な
ん
で
も
進
ん
で
親
に
相
談
す
る
な

ど
、
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。 

　後
に
紹
介
す
る
、
「
家
庭
円
満
」
に
も
通
じ
る

内
容
で
あ
る
。 

 

　「
明
る
い
家
庭
と
暗
い
家
庭
」 

18

『大
妻
時
報
』第
二
巻
第
七
号 大

妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）七
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　「
わ
た
く
し
達
が
一
生
を
幸
福
に
送
る
の

も
、
不
幸
に
送
る
の
も
、
帰
す
る
と
こ
ろ
は
、
明

る
い
家
庭
を
作
る
か
、
暗
い
家
庭
を
作
る
か
」
と

し
、
明
る
い
家
庭
・
暗
い
家
庭
を
作
る
の
は
難
し

い
こ
と
で
は
な
く
「
そ
の
人
の
心

掛
如
何
に
よ

こ
こ
ろ
が
け
い
か
ん

る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
家
庭
が
明
る
く
な

る
か
、
暗
く
な
る
か
の
条
件
に
つ
い
て
箇
条
書

き
で
列
記
す
る
。
そ
こ
で
は
、
夫
婦
・
子
供
・
老

人
な
ど
、
互
い
に
尊
重
す
る
こ
と
な
ど
が
記
さ

れ
る
。 

　「
せ
が
れ
を
奪
る
嫁
に
な
る
な
」
（
資
料
番
号

と

）
と
同
様
、
家
庭
を
円
満
に
す
る
た
め
の
具

17体
的
で
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
あ
る
。 

 

　「
暑
中
休
暇
を
前
に
し
て
」 

19
『大
妻
時
報
附
録
し
ら
ゆ
り
』第
七
巻
第
四
輯 

（
『大
妻
時
報
』
第
二
巻
第
七
号
【
附
録
】） 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）七
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　夏
の
休
暇
前
、
コ
タ
カ
が
学
生
に
向
け
て
の

注
意
し
て
い
る
。
「
可
憐
の
少
女
」
に
忍
び
寄
る

「
軟
派
の
不
良
」
の
「
魔
手
」
に
対
し
て
、
①
混
雑

し
た
電
車
に
は
な
る
べ
く
乗
ら
ず
、
男
子
に
対

応
し
な
い
、
②
夕
方
・
夜
間
に
一
人
で
外
出
し

な
い
、
③
知
ら
な
い
男
に
笑
顔
を
見
せ
ず
、
知

っ
た
男
子
で
も
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
両
親
に
相
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談
す
る
、
④
男
子
か
ら
物
を
借
り
ず
、
同
性
で

も
不
良
と
は
親
し
く
し
な
い
、
⑤
華
美
な
服
装

で
外
出
し
な
い
、
な
ど
、
事
細
か
に
注
意
点
を

記
す
。 

 

　「
可
愛
が
ら
れ
る
嫁
に
な
る
に
は
」 

20

『大
妻
時
報
』第
二
巻
第
八
号 大

妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）九
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　嫁
に
入
っ
た
後
の
夫
の
矯

正
方
法
、
夫
・
姑

き
ょ
う
せ
い

と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
。 

「
強
く
、
晴
れ
や
か
に
生
き
伸
び
て
夫
の
陰
に

寄
り
そ
つ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
真
に
妻
た
る
誇
り

と
喜
び
と
が
あ
る
」
の
記
述
に
、
ま
ず
夫
を
立

て
、
夫
を
活
か
す
と
い
う
コ
タ
カ
の
考
え
が
見

え
る
。 

　ま
た
、
「
努
力
を
す
る
者
は
一
生
多
忙
で
あ

り
、
一
生
幸
福
」
の
言
葉
に
、
勤
労
を
重
視
す
る

コ
タ
カ
の
考
え
が
読
み
取
れ
る
。 

 

　色
紙
「
恥
を
知
れ
」  

21

大
妻
コ
タ
カ 

年
代
不
明 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　コ
タ
カ
が
色
紙
に
記
し
た
校
訓
「
恥
を
知

れ
」
。
「
恥
を
知
れ
」
と
は
、
他
者
に
言
う
も
の
で

は
な
く
、
人
に
見
ら
れ
た
り
聞
か
れ
た
り
し
た

際
、
恥
ず
か
し
く
な
い
行
い
・
振
る
舞
い
で
あ
る

か
ど
う
か
を
自
分
自
身
で
戒
め
る
意
味
で
あ

る
。
コ
タ
カ
は
こ
の
言
葉
の
意
味
を
折
に
触
れ

て
述
べ
て
い
る
。 

 

　『
設
立
十
周
年
記
念 

22

大
妻
学
校
の
過
去
と
現
在
』 

大
妻
学
校
同
窓
会 

大
正
十
五
年(

一
九
二
六) 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　十
周
年
記
念
に
際
し
て
出
版
さ
れ
た
書
籍
。

こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
「
生
徒
心
得
」
（
大
正
十
四

年
三
月
制
定
、
同
翌
十
五
年
九
月
修
正
）
に
よ

れ
ば
、
廉
恥
を
重
ん
じ
名
誉
を
尊
ぶ
精
神
は
古

れ
ん
ち

来
日
本
の
武
士
道
の
中
心
思
想
で
、
婦
女
子
で

あ
っ
て
も
発
揮
し
た
事
例
が
あ
る
と
い
う
。
し

か
し
近
年
は
権
利
を
主
張
し
義
務
を
つ
く
さ
な

い
な
ど
、
憂
う
べ
き
風
潮
が
大
勢
を
占
め
て
い

る
。
し
か
る
に
校
訓
「
恥
を
知
れ
」
は
現
在
の
あ

ら
ゆ
る
道
徳
の
欠
陥
を
救
う
に
足
り
る
標
語
で

あ
る
と
い
う
。
校
訓
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
読
み
取
れ
る
。 

 

　「
今
年
卒
業
す
る
生
徒
諸
子
へ
」 

23
『
大
妻
時
報
附
録
し
ら
ゆ
り
』
第
八
巻
第
二
輯 

（『
大
妻
時
報
』
第
三
巻
第
三
号
【附
録
】
） 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
三
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　コ
タ
カ
が
卒
業
生
へ
向
け
、
進
学
・
就
職
・
結

婚
と
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
際
し
、
「
自
己
の
職

務
に
対
す
る
熱
心
な
研
究
心
」
、
「
社
会
に
対
す

る
周
到
な
洞
察
力
」
、
「
身
体
の
壮
健
」
の
必
要

性
を
述
べ
る
。
一
方
で
「
平
素
、
「
恥
を
知
れ
」
と

の
教
訓
を
朝
な
夕
な
に
聞
か
さ
れ
て
、
肝
に
銘

じ
て
居
る
筈
の
大
妻
魂
の
持
主
で
あ
る
皆
様
」

と
の
記
述
か
ら
、
校
訓
が
繰
り
返
し
教
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
校
訓
を
刻
み
込
ん

だ
者
が
「
大
妻
魂
」
の
持
ち
主
で
あ
る
と
の
認
識

が
読
み
取
れ
る
。 

 

　『
大
妻
コ
タ
カ
先
生
追
悼
録
』 

24

学
校
法
人
大
妻
学
院 

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
） 

（昭
和
五
十
四
年
復
刻
） 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　昭
和
四
十
五
年
一
月
三
日
に
没
し
た
コ
タ
カ

へ
の
追
悼
録
。
大
妻
女
子
大
学
家
政
学
部
に
在

学
中
（
当
時
）
の
久
保
田
享
子
氏
が
、
晩
年
の
コ

タ
カ
と
の
思
い
出
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
、
「
「
恥
を
知
れ
」

　こ
れ
は
人
に
言
う
の
で

は
な
く
、
自
分
の
心
に
言
う
も
の
だ
と
、
何
回

も
、
何
回
も
お
会
い
す
る
た
び
に
お
っ
し
ゃ
っ
た

先
生
」
と
あ
り
、
晩
年
の
コ
タ
カ
が
校
訓
の
本
当

の
意
味
を
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
在
校
生
に
伝

え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

　『大
妻
良
馬
追
悼
録
』  

 
  

 
  

   

25

大
妻
学
校
編
集
部 

昭
和
四
年(

一
九
二
九) 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　昭
和
四
年
三
月
十
七
日
に
没
し
た
良
馬
へ
の
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追
悼
録
。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
高
等
女
学
校
在

校
生
の
早
川
氏
が
執
筆
し
た
生
前
の
良
馬
に
つ

い
て
語
っ
た
文
章
。 

　第
一
回
の
明
治
会
が
、
大
妻
の
講
堂
で
行
わ

れ
た
際
、
生
徒
達
は
嬉
し
さ
に
大
変
騒
ぎ
回
っ

て
い
た
が
、
そ
の
際
、
良
馬
は
た
だ
一
言
「
バ
ン

ド
の
裏
を
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
に
は
「
恥
を
知
れ
」
の
四
文
字
が
あ
り
、
は

っ
き
り
と
彫
ら
れ
た
字
を
見
た
時
の
気
持
は
今

も
忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。 

 

　大
妻
高
等
女
学
校
和
服
制
服
バ
ッ
ク
ル 

26

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　制
服
が
和
服
で
あ
っ
た
時
期
に
使
用
さ
れ
て

い
た
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
。 

　人
に
見
せ
る
た
め
で
な
く
、
自
分
が
刻
ま
れ

た
文
字
を
見
て
、
自
身
の
行
動
を
省
み
る
た
め

に
、
他
人
か
ら
は
見
え
な
い
バ
ッ
ク
ル
の
裏
面

に
、
校
訓
「
恥
を
知
れ
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
『
大

妻
良
馬
追
悼
録
』
（
資
料
番
号

） 

で
生
徒
が

25

着
用
し
て
い
た
も
の
と
同
型
と
思
わ
れ
る
。 

 

　大
妻
学
校
十
周
年
記
念
文
鎮   

27

大
正
十
五
年
（一
九
二
六
）
十
月 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　大
妻
学
校
十
周
年
記
念
式
の
際
、
作
成
さ
れ

た
文
鎮
。
「
大
妻
高
等
女
学
校
和
服
制
服
バ
ッ

ク
ル
」
（
資
料
番
号

）
と
同
様
、
通
常
は
人
目

26

に
つ
き
に
く
い
底
面
に
「
恥
を
知
れ
」
が
刻
印
さ

れ
て
い
る
。 

 

　扁
額
「
恥
を
知
れ
」
（
写
真
）  

 
  

 
  

 
  

28

東
郷
平
八
郎 

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
） 

　大
正
十
三
年
夏
、
大
妻
良
馬
は
東
郷
平
八

郎
（
海
軍
大
将
・
大
妻
学
院
近
隣
に
居
住
）
に
依

頼
し
、
校
訓
「
恥
を
知
れ
」
を
揮
毫
し
て
も
ら
っ

て
い
た
。 

　こ
の
扁
額
は
大
妻
学
校
の
玄
関
に
飾
ら
れ
て

い
た
が
、
現
存
し
て
い
な
い
。 

 
 

　掛
軸
「
生
徒
訓
練
の
方
針
」  

29

土
屋
久
代 

大
正
十
一
年
（一
九
二
二
） 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　大
正
時
代
の
大
妻
学
校
に
お
け
る
指
導
方

針
を
記
し
た
も
の
。
校
訓
「
恥
を
知
れ
」
が
、
大

妻
家
の
家
訓
に
由
来
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

ま
た
、
「
恥
を
知
れ
」
が
、
「
修
徳
上
の
第
一
義
」

で
あ
る
と
し
て
、
大
妻
教
育
に
お
い
て
最
も
重

要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

【
翻
刻
】 

　
　
　生
徒
訓
練
の
方
針 

本
校
は
、
大
妻
家
に
於
け
る
父
祖
の
家
訓
、
恥
を
知

れ
を
以
て
修
徳
上
の
第
一
義
と
な
し
、
至
誠
を
以
て

自
己
の
本
分
を
尽
し
、
公
明
正
大
に
し
て
和
衷
協

同
、
質
実
勇
健
、
沈
着
に
し
て
機
敏
快
活
、
貞
淑
温

雅
の
徳
を
養
成
せ
む
こ
と
を
期
す
べ
し 

 
 
 
 
 

　

　

 
 

　掛
軸
「恥
を
知
れ
」 

30

鳩
山
一
郎 

大
正
十
五
年
（一
九
二
六
）
初
版 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　鳩
山
一
郎
（
大
正
～
昭
和
時
代
の
政
治
家
、

号
：
楽
山
）
が
大
妻
コ
タ
カ
に
宛
て
て
揮
毫
し
た

書
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
制
定
さ
れ
た
大

妻
の
校
訓
「恥
を
知
れ
」
を
揮
毫
し
て
い
る
。 

　鳩
山
は
、
昭
和
七
年
当
時
文
部
大
臣
を
勤

め
て
い
た
。
そ
の
関
係
か
ら
、
コ
タ
カ
が
鳩
山

に
、
揮
毫
を
依
頼
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

　掛
軸
「
大
妻
学
校
校
歌
」 

31

大
正
時
代
（
一
九
一
二
～
二
六
）
頃 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
制
定
さ
れ
た
旧

校
歌
の
歌
詞
。
大
正
十
一
年
頃
か
ら
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
ま
で
、
朝
礼
時
に
歌
わ
れ
て
い

た
。 　二

番
の
歌
詞
で
は
、
校
訓
「
恥
を
知
れ
」
を
忘

れ
な
け
れ
ば
、
教
え
の
道
で
迷
う
こ
と
は
な
い
、

と
あ
る
。
大
妻
で
勉
学
に
励
む
上
で
、
校
訓
は

最
も
重
要
な
教
え
で
あ
り
、
大
妻
の
学
生
・
生

徒
達
が
迷
わ
な
い
た
め
の
道
し
る
べ
で
あ
っ
た
。 

 

　「品
物
か
ら
時
間
の
経
済
へ
」 

34

『
現
代
乃
婦
人
』第
四
巻
第
一
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
一
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　コ
タ
カ
が
、
金
銭
の
経
済
、
節
約
の
み
で
な
く
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時
間
の
経
済
・
節
約
に
つ
い
て
努
力
す
る
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
る
。
時
間
を
か
け
る
価
値
と
消

費
し
た
時
間
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
を
勧
め

る
。
一
方
で
、
趣
味
・
休
養
の
た
め
の
時
間
は
無

駄
な
時
間
で
は
な
い
と
認
め
て
お
り
、
「
働
く
べ

き
時
に
は
そ
の
仕
事
に
対
し
て
秩
序
よ
く
働
い

て
空
虚
な
時
間
を
作
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
休

む
時
に
は
十
分
に
休
む
と
い
ふ
様
に
自
覚
あ
る

時
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
お

り
、
現
代
に
も
通
じ
る
内
容
で
あ
る
。 

 

　「
お
台
所
を
完
全
に
主
婦
の
手
に
握
れ
」 

35

『
現
代
乃
婦
人
』
第
四
巻
第
二
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）二
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　台
所
を
「
生
計
の
大
部
分
を
占
む
る
処

で

し

と
こ
ろ

あ
つ
て
、
家
庭
経
済
の
根
源
点
」
と
と
ら
え
、
保

健
・
衛
生
の
点
か
ら
は
「
一
家
族
の
生
命
を
依い

託
さ
れ
て
ゐ
る
重
要
な
場
所
」
と
捉
え
て
い
る
。

た
くそ

の
上
で
、
家
庭
婦
人
は
、
家
庭
を
国
家
社
会

の
大
き
な
事
業
の
源
動
力
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
台
所
の
仕
事
を

完
全
に
主
婦
（
家
庭
婦
人
）
に
取
り
戻
し
、
婦
人

の
本
来
の
責
務
を
果
た
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す

る
。 

 

　「
婦
人
は
果
し
て
消
費
者
か
」 

36

『
現
代
乃
婦
人
』
第
四
巻
第
九
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）九
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　男
性
が
外
で
金
を
稼
ぎ
（
生
産
）
、
女
性
が
お

金
を
使
う
（
消
費
）
と
い
う
見
方
に
対
し
、
コ
タ

カ
は
、
反
論
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
見
消

費
の
み
を
し
て
い
る
と
見
ら
れ
が
ち
な
主
婦
の

生
活
は
、
家
庭
で
「
明
る
い
生
活
」
を
す
る
点
か

ら
す
る
と
、
婦
人
の
家
庭
内
の
仕
事
は
真
の
創

造
で
あ
る
と
す
る
。
実
は
莫
大
な
生
産
で
あ

ば
く
だ
い

り
、
お
金
に
換
算
で
き
な
い
無
限
の
生
産
を
含

ん
で
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。 

 

　「何
を
第
一
番
に
節
約
す
べ
き
か
」 

37

『
現
代
乃
婦
人
』第
四
巻
第
十
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）一
〇
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　日
本
の
不
景
気
に
対
し
、
婦
人
だ
け
で
も
身

近
な
と
こ
ろ
で
節
約
を
す
べ
き
と
述
べ
る
。
身

近
な
布
や
野
菜
の
節
約
が
、
国
家
財
政
へ
の
寄

与
、
そ
し
て
失
業
者
へ
の
同
情
に
な
る
、
と
し
て

い
る
。
最
後
に
「
節
約
と
い
ふ
こ
と
は
物
質
的
の

問
題
に
止
ま
ら
ず
、
精
神
修
養
の
上
か
ら
も
大

き
な
意
味
を
持
つ
て
居
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い

る
。 

 

　「
家
庭
第
一
主
義
」 

38

（
『ふ
る
さ
と
』
九
号
） 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）一
〇
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　結
論
で
「
結
婚
生
活
に
入
つ
た
上
は
私
は
家

庭
第
一
主
義
と
し
て
先
ず
円
満
な
家
庭
造
り

ま

そ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
て
各
方
面

へ
の
進
出
後
第
二
義
的
に
考
え
度
い
と
思
い
ま

た

す
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
結
婚
し
た
女
性
が

家
庭
に
入
っ
て
い
く
時
、
幸
福
に
過
ご
す
に
は
、

「
よ
い
妻
」
と
し
て
、
夫
婦
二
人
で
共
同
し
て
円

満
な
家
庭
を
造
り
、
そ
こ
か
ら
「
よ
い
主
婦
」
・

「
よ
い
母
」
と
し
て
各
方
面
へ
進
出
す
る
こ
と
を

主
張
す
る
。 

 

　「
あ
し
た
へ
の
幸
福
」 

39

『
ふ
る
さ
と
』
十
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
十
三
年(

一
九
五
八)

三
月
一
八
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　女
性
は
、
「
よ
き
母
」
・
「
よ
き
主
婦
」
が
優
先

と
な
っ
て
し
ま
い
、
「
妻
と
し
て
は
と
か
く
事
務

的
に
な
り
が
ち
で
、
自
分
の
身
の
廻
り
な
ど
は

少
し
も
構
わ
な
い
、
所
謂
、
糟
糠
の
妻
」
と
な
っ

そ
う
こ
う

て
し
ま
う
こ
と
は
良
く
な
い
、
と
コ
タ
カ
は
述
べ

て
い
る
。
女
性
が
、
日
々
仕
事
に
追
わ
れ
な
が

ら
も
、
ど
う
し
た
ら
家
庭
を
明
る
く
円
満
に
持

ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
絶
え

ず
心
に
置
い
て
お
き
た
い
、
と
し
て
る
。
ま
た
、

自
身
が
健
康
で
あ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
し

て
い
る
。 

 

　掛
軸
「
仲
よ
き
家
庭
は
う
つ
く
し
き
か
な
」

　

 

40

 



- 7 -

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
四
十
年
（一
九
六
五
）頃 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　コ
タ
カ
が
、
六
十
年
以
上
に
わ
た
る
教
育
者

と
し
て
の
人
生
を
経
て
、
八
十
一
歳
の
時
に
記

し
た
書
。
コ
タ
カ
は
家
庭
生
活
の
充
実
を
重
要

視
し
て
き
た
が
、
こ
の
掛
軸
に
お
い
て
も
家
庭

の
円
満
を
説
い
て
い
る
。 

　掛
軸
右
上
に
は
落
款
「
和
楽
」
（
な
ご
や
か
に

楽
し
む
こ
と
、
互
い
に
う
ち
と
け
て
楽
し
む
こ

と
）
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
人
の
和
を
重
視
す
る
コ

お

タ
カ
の
思
い
が
読
み
取
れ
る 

 

　「
感
謝
の
生
活
」 

41

『ふ
る
さ
と
』
一
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
二
十
八
年
（一
九
五
三
）七
月
二
十
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　昭
和
二
十
八
年
一
月
二
十
日
、
ラ
ジ
オ
東

京
で
放
映
さ
れ
た
内
容
を
採
録
し
た
も
の
。 

　「
感
謝
と
か
、
有
難
い
と
か
云
う
事
は
決
し

あ
り
が
た

て
強
制
的
で
は
な
く
つ
て
、
極
く
有
の
侭
の
感

ご

ま
ま

情
か
ら
流
れ
出
る
気
持
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と

述
べ
、
若
い
時
期
に
は
、
不
平
・
悩
み
・
苦
し
み

が
あ
っ
た
も
の
の
、
今
は
感
謝
の
日
々
に
よ
っ
て

穏
や
か
な
心
の
豊
か
さ
が
持
て
る
よ
う
に
な

り
、
そ
し
て
他
人
の
真
実
と
愛
情
を
素
直
に
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
が
す
る
、
と
述
べ
て

い
る
。 

　コ
タ
カ
が
、
年
を
重
ね
て
「
感
謝
」
を
感
じ
ら

れ
る
境
地
に
達
し
た
事
が
わ
か
る
。 

  

　「
御
挨
拶
」 

42

『
ふ
る
さ
と
』
十
一
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）一
月
十
二
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　当
時
七
十
五
才
の
コ
タ
カ
が
、
昭
和
三
十
三

年
十
一
月
一
日
に
行
わ
れ
た
学
院
五
十
周
年

記
念
式
典
で
行
っ
た
挨
拶
。 

　学
院
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
「
私
は
「
幸
福
は

感
謝
に
あ
り
」
と
い
う
気
持
で
毎
日
を
過
ご
し

て
居
り
ま
す
。
「
幸
福
は
感
謝
に
あ
り
」
ほ
ん
と

う
に
感
謝
の
日
夜
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
繰
り
返

し
感
謝
す
る
こ
と
で
幸
福
に
な
れ
る
、
と
述
べ

て
い
る
。 

 

　色
紙
「
感
謝
」  

 
  

 
  

   

43

大
妻
コ
タ
カ 

年
代
不
明 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　コ
タ
カ
が
揮
毫
し
た
色
紙
。 

　揮
毫
を
依
頼
さ
れ
た
際
、
「
感
謝
」
と
い
う
言

葉
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
で
、
コ
タ
カ
が
こ
の
言

葉
を
大
切
に
思
い
、
そ
し
て
他
人
に
も
そ
の
重

要
性
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。 

 

　扁
額
「
め
が
さ
め
て
」  

 
  

  
  

44

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）九
月
二
十
三
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　当
時
八
十
一
才
の
コ
タ
カ
が
記
し
た
書
。
毎

朝
目
覚
め
と
と
も
に
、
今
日
一
日
を
過
ご
せ
る

こ
と
を
喜
び
、
自
身
の
行
動
を
戒
め
、
他
人
の

善
意
に
感
謝
し
な
が
ら
一
日
一
日
を
過
ご
す
べ

き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

　晩
年
を
迎
え
た
コ
タ
カ
が
、
毎
日
自
己
を
律

し
な
が
ら
、
ま
た
、
他
者
へ
の
感
謝
を
重
視
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

【
翻
刻
文
】 

め
が
さ
め
て

　見
れ
ば
う
れ
し
や
今
日
も
ま
た

　こ
の
世
の
中
の
人
と
お
も
え
ば 

今
日
一
日
腹
を
立
て
ぬ
こ
と 

今
日
一
日
う
そ
を
い
わ
ぬ
こ
と 

今
日
一
日
わ
る
く
ち
を
い
わ
ぬ
こ
と 

今
日
一
日
何
事
も
善
意
に
か
ん
し
や
す
る
こ
と 

（
感
謝
）

昭
和
四
十
年
九
月
二
十
三
日 

　
　大
妻
女
子
大
学
々
長 

　
　
　大
妻
コ
タ
カ 

　
　
　
　八
十
一
才 

 

　「
人
の
長
所
を
活
か
す
心
（二
）
」 

47

（『
大
妻
時
報
』
第
三
巻
第
六
号
） 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）六
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　自
分
が
ず
っ
と
見
て
い
る
か
ら
相
手
が
こ
ち

ら
を
ず
っ
と
見
て
い
る
の
が
気
に
な
る
、
と
の
た
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と
え
か
ら
、
他
人
の
欠
点
が
気
に
な
る
の
は
、

自
分
の
短
所
は
棚
に
上
げ
て
人
の
短
所
を
見
て

暮
ら
す
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
人
と

交
友
す
る
際
は
、
先
方
の
長
所
ば
か
り
を
見
る

こ
と
で
、
世
の
中
は
面
白
く
、
の
ん
び
り
と
し
た

も
の
に
な
っ
て
く
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

　自
分
の
心
が
け
ひ
と
つ
で
、
人
間
関
係
が
良

好
に
な
る
、
と
コ
タ
カ
は
主
張
し
て
い
る
。 

 

　「多
弁
と
寡
黙
（一
）」 

48

『
大
妻
時
報
』
第
三
巻
第
七
号 大

妻
コ
タ
カ 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
七
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　し
ゃ
べ
り
す
ぎ
る
人
へ
の
注
意
に
つ
い
て
述
べ

る
。 　「

言
葉
多
き
は
し
な

少

し
」
と
述
べ
、
「
腹
の

（
品
）
す
く
な

底
か
ら
出
る
真
実
の
こ
も
つ
た
言
葉
に
は
、
一

言
半
句
の
短
い
言
葉
で
も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
長

い
生
命
が
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
葉
数
が
少
な
く

て
も
真
実
に
あ
ふ
れ
、
人
を
活
か
そ
う
と
す
る

慈
愛
に
満
ち
て
い
る
と
し
て
い
る
。
最
後
に
「
舌

の
廻
る
に
委
せ
て
、
徒

に
人
を
け
な
し
た
り
、

ま
わ

ま
か

い
た
ず
ら

不
当
に
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
は
、
寧
ろ
お
話
の

む
し

乱
用
で
あ
り
ま
し
て
、
お
互
に
慎
ま
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
」
と
戒

め
て
い
る
。 

い
ま
し

 

　「
口
の
人
よ
り
手
の
人
に
」 

49

（
『大
妻
時
報
』
第
三
巻
第
九
号
） 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）九
月
六
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　自
身
の
発
言
が
実
行
を
伴
わ
な
い
事
へ
の
警

告
。 　近

年
社
会
で
は
、
口
先
ば
か
り
の
物
知
り
が

多
く
、
口
達
者
な
人
ほ
ど
何
も
し
な
い
、
と
い

う
。
そ
こ
で
コ
タ
カ
は
、
「
喧
ま
し
屋
に
な
ら
な

や
か

い
で
、
静
か
な
実
行
家
に
な
つ
て
頂
き
た
い
」
と

述
べ
る
。 

　な
お
、
「
時
間
励
行
の
修
身
談
が
、
長
談
義
に

れ
い
こ
う

な
つ
て
、
次
の
課
業
時
間
ま
で
喰
ひ
こ
ん
で
、
時

間
不
励
行
の
実
例
を
示
す
結
果
に
終
わ
つ
た
と

い
ふ
お
話
」
は
、
約
十
ヶ
月
前
に
刊
行
さ
れ
た
良

馬
の
文
章
（
資
料
番
号

）
と
同
内
容
で
あ
る
。 

8

 

　「
現
代
の
若
い
女
性
に
申

上
げ
ま
す
（一
）」 

も
う
し

50

『
現
代
乃
婦
人
』
第
四
巻
第
四
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）四
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　コ
タ
カ
が
最
近
の
若
い
女
性
に
感
じ
る
傾
向

と
し
て
、
奉
公
や
縁
談
に
際
し
、
あ
ま
り
働
か

な
い
で
体
裁
良
く
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
神
様
は
私
共
の
身

体
や
精
神
を
、
使
へ
ば
使
ふ
ほ
ど
、
益
々
健
康

に
、
そ
し
て
敏

捷

に
な
る
や
う
に
作
つ
て
下
さ

び
ん
し
ょ
う

い
ま
し
た
の
に
、
之
を
逆
に
使
つ
て
な
る
べ
く
使

こ
れ

は
な
い
様
に
い
た
し
ま
す
と
、
健
康
を
害
し
て

い
つ
も
気
が
重
く
一
生
を
不
愉
快
に
暮
ら
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
や
う
に
な
る
」
と
述
べ
、
働
く
こ
と
で

健
康
に
、
そ
し
て
幸
福
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
述

べ
る
。 

 
　「
現
代
の
若
い
女
性
に
申
上
げ
ま
す
（
二
）
」 

51

『現
代
乃
婦
人
』
第
四
巻
第
五
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（一
九
三
〇
）
五
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　女
学
校
を
卒
業
し
た
女
性
に
対
し
「
今
日
、

女
学
校
を
卒
業
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
女
子
と

し
て
の
学
問
を
一
通
り
卒
業
し
た
と
い
ふ
意
味

で
は
な
く
、
将
来
女
子
と
し
て
生
き
て
行
く
に

つ
い
て
必
要
な
知
識
を
こ
な
し
得
る
丈
の
基
礎

だ
け

を
修
得
し
た
と
い
ふ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま

し
て
、
そ
の
修
得
し
た
知
識
の
真
価
を
発
揮
い

た
し
ま
す
こ
と
は
、
寧
ろ
、
こ
れ
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
」
と
述
べ
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
時
代
の
進

歩
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
、
つ
ね
に
向
上
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。 

 

　「
暗
夜
の
石
」 

52

『
現
代
乃
婦
人
』
第
四
巻
第
六
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）六
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　暗
夜
、
道
に
置
か
れ
た
石
へ
の
対
応
か
ら
、

真
に
道
徳
を
実
行
す
る
人
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
誰
れ
の
目
に
も
付
か
な
い
暗
夜
の
石
を
除
く

心

掛
」
が
あ
る
人
が
、
真
に
道
徳
を
実
行
す
る

こ
こ
ろ
が
け

人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 
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　わ
か
り
や
す
い
寓
話
の
た
と
え
か
ら
、
道
徳

ぐ
う
わ

心
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

 
　「
打
出
の
小
槌
」 

53

『
現
代
乃
婦
人
』
第
四
巻
第
七
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）七
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　簑
・
笠
・
鍬
の
寓
話
を
事
例
に
、
成
功
す
る
た

み
の

か
さ

く
わ

め
に
は
好
運
や
不
思
議
な
力
ば
か
り
で
な
く
、

「
粒
々
と
積
み
上
げ
て
行
つ
た
根
気
」
の
重
要

性
を
述
べ
る
。
「
理
想
は
高
遠
に
実
行
は
足
元

か
ら
」
（
資
料
番
号
７
）
に
も
通
じ
る
内
容
で
あ

る
。 

 

　「朝
顔
」

　『
現
代
乃
婦
人
』第
四
巻
第
八
号 

54

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）八
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　江
戸
時
代
の
俳
人
・
千
代
女
（
一
七
〇
三
～

七
五
）
の
句
を
引
き
、
そ
こ
に
草
木
の
生
命
を

延
ば
し
て
や
り
た
い
と
い
う
親
切
心
を
読
み
取

る
。
そ
し
て
、
人
を
育
て
る
た
め
に
は
、
お
金
を

施
し
た
り
盲
目
的
に
愛
す
る
よ
り
、
向
上
心
・

独
立
心
を
延
ば
し
て
や
る
こ
と
、
と
す
る
。 

  

　「雑
念
を
排
し
て
」 

55

『
現
代
乃
婦
人
』第
四
巻
第
十
一
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
一
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　浅
草
公
園
の
一
匹
の
猿
、
そ
し
て
庚
申
塚
の

三
匹
の
猿
を
た
と
え
に
、
外
界
の
刺
激
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
平
静
な
心
を
保
つ
必
要
性
に
つ
い

て
述
べ
る
。
そ
の
方
法
に
つ
い
て
、
坐
禅
・
静
坐

と
い
う
精
神
統
一
法
も
あ
る
が
、
「
私
共
の
心

が
、
一
つ
の
希
望
に
充
ち
て
居
り
ま
す
時
、
私

共
は
、
外
界
の
下
ら
ぬ
刺
戟
に
屈
た
く
す
る
隙

し
げ
き

（
屈
託
）

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
強
い
理
想
を
一
つ

持
つ
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。 

 

　「
昭
和
五
年
を
送
る
」 

56

『現
代
乃
婦
人
』
第
四
巻
第
十
二
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）十
二
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　不
景
気
・
失
業
・
葬
儀
・
休
業
な
ど
、
日
本
の

不
況
状
況
に
対
し
、
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社
の

創
立
者
・
フ
ォ
ー
ド
（He

n
ry

 
F

o
rd

、
一
八
六

三
―
一
九
四
七
）
の
格
言
を
引
き
、
失
敗
・
逆

境
は
悲
観
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
る
。 

 

　「昭
和
六
年
を
迎
へ
て
」 

57

『現
代
乃
婦
人
』第
五
巻
第
一
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
六
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　新
年
を
迎
え
て
、
今
年
も
想
定
さ
れ
る
困
難

を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、
「
笑
ひ
こ
そ
人
の

心
を
平
和
に
、
い
つ
も
春
の
ご
と
く
な
ご
や
か

に
、
そ
し
て
心
に
余
裕
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
」

そ
し
て
、
笑
い
を
惜
し
み
な
く
使
っ
て
難
関
を

切
り
抜
け
た
い
と
述
べ
る
。
コ
タ
カ
が
た
び
た
び

述
べ
る
、
笑
顔
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
「
昭
和
五
年
を
送
る
」（
資
料
番
号

）
に
引

56

き
続
き
、
困
難
な
時
勢
に
お
い
て
と
る
べ
き
姿

勢
に
言
及
し
て
い
る
。 

 

　「ほ
が
ら
か
さ
が
欲
し
い
」 

58

『
現
代
乃
婦
人
』第
五
巻
第
六
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
六
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　合
理
化
、
経
済
的
・
能
率
的
が
重
視
さ
れ
る

社
会
に
対
し
て
、
「
理
性
偏
重
の
冷
た
い
人
た
ち

が
醸
し
出
す
世
の
中
と
い
ふ
も
の
が
、
如
何
に

か
も

い
か

冷
酷
な
殺
風
景
な
も
の
で
あ
る
か
」
と
、
警
告

を
発
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
今
少
し
所
謂
無
駄

い
わ
ゆ
る

な
方
面
を
も
尊
重
し
て
、
も
つ
と
ほ
が
ら
か

な
、
の
ん
び
り
と
し
た
気
持
で
国
民
一
般
が
老お
い

も
若
い
も
、
男
も
女
も
も
つ
と
高
尚
な
趣
味
を

楽
し
や
う
に
あ
り
度
い
」
と
、
情
操
生
活
の
重

た

要
性
を
主
張
す
る
。
当
時
の
社
会
の
風
潮
に
対

し
て
、
少
し
立
ち
止
ま
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

　「明
る
い
生
活
を
望
ま
る
る
な
ら
ば
」 

59

『現
代
乃
婦
人
』第
五
巻
第
八
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
八
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

 



- 10 -

　女
性
達
が
自
身
の
境
遇
・
環
境
に
対
し
て

「
侮
辱
」
・
「
奴
隷
的
」
な
ど
と
語
る
の
に
対
し
、

無
闇
に
理
屈
ば
か
り
を
並
べ
て
、
自
ら
憂
鬱
に

ゆ
う
う
つ

な
り
周
囲
を
も
暗
く
す
る
こ
と
は
「
拙
い
生
き

ま
ず

方
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
し
て
「
主
婦
の
犠

牲
的
精
神
」
が
な
く
て
は
明
る
い
家
庭
は
望
め

な
い
、
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
「
真
実
に
自
己
の

精
神
を
、
物
質
か
ら
解
放
し
た
い
な
ら
ば
、
に

つ
こ
り
微
笑
ん
で
犠
牲
に
甘
ん
ず
る
丈
の
覚
悟

ほ
ほ
え

だ
け

が
必
要
」
と
述
べ
る
。
コ
タ
カ
の
自
己
犠
牲
的
な

姿
勢
が
明
確
に
わ
か
る
内
容
で
あ
る
。 

 

　「魂
の
曙
へ
」 

60

『現
代
乃
婦
人
』第
五
巻
第
十
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
月
一
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　現
在
の
「
暗
い
世
相
」
は
、
「
物
質
文
化
を
過

重
視
し
て
、
魂
の
反
省
を
忘
れ
た
者
が
当
然
受

け
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
結
果
」
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
「
華
や
か
な
文
化
に
眼
を

閉
ぢ
、
静
か
に
魂
を
掘
り
下
げ
て
行
く
」
こ
と

を
主
張
す
る
。
コ
タ
カ
が
当
時
の
風
潮
に
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

　「
人
間
の
生
活
と
大
き
な
関
係
を
も
つ

　話
上

61

手
と
聞
上
手
（
一
）」 

『現
代
乃
婦
人
』第
五
巻
第
十
一
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）11

月1

日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　話
が
続
か
な
い
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、

新
聞
や
雑
誌
な
ど
を
読
み
、
多
方
面
の
こ
と
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
す
る
よ
う
に
す
る
と
良

い
、
と
述
べ
る
。
一
方
で
、
「
二
時
間
も
三
時
間

も
立
て
続
け
に
饒
舌
り
散
ら
さ
れ
ま
す
と
、
も

し
ゃ
べ

う
気
が
ボ
ー
ッ
と
い
た
し
ま
し
て
」
と
、
あ
ま
り

に
多
弁
な
人
へ
も
注
意
を
し
て
い
る
。
人
付
き

合
い
す
る
上
で
実
践
的
な
内
容
で
あ
る
。 

 

　「日
々
の
思
い
」 

62

『ふ
る
さ
と
』
三
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
二
十
九
年
（一
九
五
四
）
十
月
十
八
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　一
人
の
人
間
の
内
に
あ
る
、
母
・
妻
・
同
僚
・

先
生
な
ど
多
く
の
役
割
に
お
い
て
「
ら
し
く
あ

り
た
い
」
と
い
う
心
構
え
を
意
識
的
に
持
つ
こ

と
で
、
「
ら
し
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
、

ま
た
、
新
し
い
発
見
、
反
省
、
工
夫
、
発
憤
も
生

は
っ
ぷ
ん

ま
れ
て
く
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
単
な
る
惰
性
で

だ
せ
い

過
ご
し
て
い
た
自
身
の
心
が
生
き
生
き
と
な

り
、
そ
の
誠
意
が
相
手
に
も
通
じ
て
、
自
身
も

周
囲
の
人
も
幸
福
と
な
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

 

　「
み
ん
な
美
し
く
」

　『
ふ
る
さ
と
』
十
二
号 

63

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
三
月
十
五
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　コ
タ
カ
は
、
「
日
本
一
の
心
の
美
人
」
に
な
る

た
め
に
、
円
満
な
人
格
を
創
り
あ
げ
る
努
力
を

し
、
勉
強
し
続
け
た
い
と
祈
っ
た
と
い
う
。
こ
の

努
力
は
現
在
も
毎
日
続
け
て
い
る
と
い
う
。 

　コ
タ
カ
は
ま
た
、
い
つ
も
若
く
・
美
し
く
い
る

た
め
、
「
せ
め
て
身
だ
し
な
み
だ
け
で
も
先
づ
調

ま

え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
豊
か
な

心
を
盛
り
、
生
き
生
き
と
し
た
日
常
生
活
の
間

に
、
い
ろ
い
ろ
の
苦
し
さ
を
乗
り
切
れ
る
心
の

準
備
を
し
た
い
も
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

　「
ほ
め
あ
い
た
い
」 

64

『
ふ
る
さ
と
』十
四
号 

大
妻
コ
タ
カ 

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）三
月
十
五
日 

大
妻
女
子
大
学
博
物
館
蔵 

　自
身
の
笑
顔
を
褒
め
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
昭
和
三
十
五
年
は
終
始
笑
顔
で
暮
ら
す

こ
と
を
心
が
け
る
こ
と
を
決
め
た
、
と
述
べ
る
。

「
ほ
め
ら
れ
て
、
向
ツ
腹
を
た
て
て
、
一
日
不
愉

む
か
っ
ぱ
ら

快
だ
つ
た
等
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
し
、
ほ
ん
の

さ
り
げ
な
い
言
葉
一
つ
で
、
そ
の
日
一
日
が
明

る
く
も
暗
く
も
な
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
ほ
め

合
う
事
は
生
き
た
宝
石
と
も
云
え
ま
す
」
と
述

べ
、
人
間
関
係
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
ほ
め

あ
う
こ
と
を
勧
め
る
。 

 

資
料
解
説
：青
木
俊
郎 

（
大
妻
女
子
大
学
博
物
館

　学
芸
員
）  


